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京
丹
波
町
病
院
で
は
、毎
週
水
・
木
曜
日
の
午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で
小
児
科
の
予
防
接
種
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

☎
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６
―
０
２
２
０

お
知
ら
せ

「
最
近
、し
ば
ら
く
歩
く
と
足
が
だ
る
く
て
歩
け
な
く
な

る
。で
も
、し
ば
ら
く
休
む
と
ま
た
歩
け
る
よ
う
に
な
る
」

　
こ
ん
な
症
状
の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
。こ
れ
は

「
間か

ん

欠け
つ

性せ
い

跛は

行こ
う

」と
呼
ば
れ
る
症
状
で
、足
の
血
管
が
狭
く

な
っ
た
り
詰
ま
っ
た
り
し
て
起
こ
る『
閉
塞
性
動
脈
硬
化

症
』の
特
徴
的
な
症
状
で
す（
注
）。

こ
の
病
気
は
そ
の
名
の
と
お
り
、血
管
の
動
脈
硬
化
に

よ
っ
て
生
じ
ま
す
が
、近
年
、社
会
の
高
齢
化
と
生
活
習
慣

病
の
増
加
に
伴
っ
て
増
加
し
て
い
ま
す
。初
期
に
は
足
の
冷

感
や
し
び
れ
感
の
み
で
す
が
、進
行
す
る
と
前
述
の「
間
欠

性
跛
行
」が
出
現
し
ま
す
。さ
ら
に
放
置
す
る
と
安
静
時
に

も
足
が
痛
く
な
り
、さ
ら
に
は
、小
さ
な
足
の
傷
が
治
ら
ず

重
症
化
し
て
し
ま
う
事
態
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

幸
い
、こ
の
病
気
は
比
較
的
簡
単
に
検
査
・
診
断
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。足
の
血
管
の
触
診
に
加
え
て
、「
Ａ
Ｂ
Ｉ
検

査
」と
呼
ば
れ
る
、両
手
足
の
血
圧
を
測
定
す
る
検
査
を
行

う
こ
と
が
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。治
療
に
つ
い
て
は
、運
動
療

法
や
薬
物
療
法
に
加
え
て
、体
へ
の
負
担
が
少
な
い
カ
テ
ー

テ
ル
に
よ
る
血
管
内
治
療
が
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
、「
間
欠
性
跛
行
」の
症
状
が
あ
る
よ
う
な
ら
、一
度

は
Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。　

ま
た
、閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
に
つ
い
て
気
に
な
る
方
は
当

院
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
注
）神
経
が
圧
迫
さ
れ
て
起
こ
る『
脊
柱
管
狭き

ょ
う

窄さ
く

症
』で

も
同
様
の
症
状
が
生
じ
る
た
め
、Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査
に
よ
っ
て
鑑

別
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

  かど    や           よし     と

⻆谷  慶人  先生（京丹波町病院）
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京丹波のまちのニュースをお届けします

波
く
り
で
に
ぎ
わ
う

丹■
京
都
丹
波
く
り
ま
つ
り

　

京
都
丹
波
く
り
ま
つ
り（
京
都
丹
波

く
り
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主
催
）が
、十

月
三
日
、道
の
駅「
丹
波
マ
ー
ケ
ス
」で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、丹
波
地
域
の
特

産
品
と
し
て
全
国
的
に
知
ら
れ
る「
丹

波
く
り
」の
振
興
を
目
的
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
も
の
。会
場
で
は
、く
り
の

即
売
を
は
じ
め
、く
り
ご
は
ん
や
く
り

も
ち
、焼
き
く
り
と
と
も
に
、須
知
高

校
食
品
科
学
科
の
生
徒
に
よ
る
丹
波

く
り
は
ち
み
つ
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
が
販

売
さ
れ
、訪
れ
た
人
た
ち
が
列
を
作
っ

て
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

く
り
ご
は
ん
や
焼
き
く
り
を
購
入

し
た
と
い
う
古ふ

る

居い

昌ま
さ

夫お

さ
ん（
京
都
市
）

は「
毎
年
来
て
い
ま
す
。こ
う
い
う
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
る
の
は
良
い
こ
と
で
す

ね
」と
、家
族
と
と
も
に
丹
波
の
秋
の
味

覚
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

くりもちのできあがりを待つ来場者
（道の駅「丹波マーケス」・須知）

特選に選ばれた（右から）原澤君、高橋さん、竹口さん
（和知ふれあいセンター・本庄）

全
で
快
適
な
交
通
社
会
へ

安■
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

南
丹
船
井
交
通
安
全
協
会
京
丹
波

支
部（
上う

え

田だ

次つ
ぎ

雄お

支
部
長
）主
催
の
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

が
、九
月
二
十
七
日
、和
知
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
行
わ

れ
た
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、三
百
八
十
一
点

の
応
募
が
あ
り
、特
選
三
点
、優
秀
賞
八

点
、佳
作
二
十
四
点
が
入
選
し
ま
し
た
。

な
お
、受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
、特
選
の
み
）

【
特
選
】

京
丹
波
町
長
賞

　

原
澤
璃
久（
竹
野
小
）

南
丹
警
察
署
長
賞

　

高
橋
怜
奈（
瑞
穂
中
）

南
丹
船
井
交
通
安
全
協
会
長
賞

　

竹
口
菜
々
瀬（
蒲
生
野
中
）

通
事
故
撲
滅
を
目
指
す

交

表彰状を受け取る受賞者（道の駅「京丹波　味夢の里」・曽根）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職
員
が
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
す
。今
回
の
担
当
は
、国
保
京
丹
波
町
病
院
の
内
科
医
師
⻆
谷
慶
人
先
生
。生
活
習
慣
病
の
影
響
で
増

加
傾
向
に
あ
る
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
に
関
す
る
お
話
で
す
。

■
南
丹
船
井
交
通
安
全
大
会

南
丹
船
井
交
通
安
全
協
会
と
京

都
府
南
丹
警
察
署
主
催
の
南
丹
船
井

交
通
安
全
大
会
が
、十
月
三
日
、道
の

駅「
京
丹
波 

味あ
じ

夢む

の
里
」で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
で
は
、交
通
安
全
功
労
者
な
ど

に
対
す
る
表
彰
と
伝
達
の
ほ
か
、生
き

が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス「
こ
だ
ま
の
里
」利

用
者
と
本
庄
区
老
人
ク
ラ
ブ「
庄
寿

会
」会
員
に
よ
る
交
通
安
全
宣
言
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
者
な
ど
は
次
の
と
お
り（
敬
称

略
、本
町
分
の
み
）

【
交
通
安
全
功
労
者
】

個
人
の
部

　

吉
田　

昭（
本
庄
）

団
体
の
部

　

ま
ご
こ
ろ
サ
ー
ビ
ス
あ
い
・
愛（
角
）

【
近
畿
管
区
功
労
者
】

　

上
田
次
雄（
妙
楽
寺
）

【
緑
十
字
功
労
者
】

　

加
藤
久
和（
井
脇
）

　

山
内
博
子（
坂
井
）

　

岡
本
富
士
夫（
蒲
生
）

し
ょ
う
じ
ゅ


